
年度 環境経営レポート
（対象期間： 年7月1日～ 年6月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社イデア

2021

発行日： 2022年9月9日
　

2021 2022



目    次

10

10

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

6

6

7

9

9

3

3

4

4

5

項    目 ページ

緊急事態対応訓練

ごあいさつ

環境経営方針

組織の概要

認証・登録の対象組織・活動

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟等の有無

2



□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

１ ． 当社事業活動に関わる環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 当社事業活動における二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 当社事業活動における廃棄物の排出量削減と分別に努めます。

４ ． 当社事業活動における水使用量の削減に努めます。

５ ． 資材や事務用品の調達に関しては環境配慮製品の購入を促進します。

６ ． 当社製品及びサービスの提供に関連する環境情報の提供に努めます。

７ ． 補償コンサルタント業務の受注に注力する。

８ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

この環境経営方針は、当社の全従業員に周知するとともに、社外にも開示します。

代表取締役

 株式会社 イデアは、徹頭徹尾、サービス業であることを自覚し、お客様のニーズとそ

の背景本質まで認識し、事業を通じて社会全体に貢献することを目指します。、本業であ

る測量業を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取

り組み、有益な技術情報の提供が当社の環境改善と考えて、従業員一丸となって継続的に

改善活動に取り組んでまいります。

環境経営方針

制定日： 2018年4月1日

            

株式会社イデアは昭和５０年４月に業務を開始して以来但馬地区固有の豊かな自然を大切にし、

地形、風土、伝統を知り尽くしたうえで“技術の革新”、“新技術の導入”を合言葉にお客様の二ー

ズに応えるべく努力を致しております。

株式会社イデア

代表取締役 毛戸 清人
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社イデア
代表取締役 毛戸 清人

（２） 所在地

本   社 兵庫県養父市八鹿町高柳４７１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者 代表取締役 毛戸 清人  TEL：079-662-5028

連絡担当者   総務    武中 一葉  FAX：079-662-7538

（４） 事業内容

測量業、補償コンサルタント業

（５） 事業の規模

種別事業件数

従業員数 人

事業所延床面積 400㎡

（６） 事業年度 7 月 1 日 ～ 6 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社イデア

対象事業所： 本   社

対象外事業所： ありません

活動： 測量業、補償コンサルタント業

対象外活動： ありません

以上、全組織全活動を対象としています。

補償コンサルタント業

測量業

種別

5

3

件 数

10
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、の事務局

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営に関する統括責任

総務部門兼務

・環境管理責任者を任命

代表取締役

代表取締役兼務
 環境管理責任者

役割・責任・権限

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

代表者（代表取締役）

環境管理責任者

環境事務局

環境事務局

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

代表者

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

部門⾧

全従業員

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

測量部門
補償コン

サル部門
総務部門
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□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

kg

kg

kg

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の2017年度調整後の係数 

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

✕

〇

✕

〇

〇

※対象化学物質の使用はありません。

項 目 2019年度 2020年度 2021年度

二酸化炭素総排出量 20,973

2017年度

77%

基準年度比 90%

2017年度 92%基準年度比

5,7415,023 5,741

90% 45% 88% 88%

77㎥ 86 77 32

廃棄物総排出量 250

0 0 0

250 320 315 一般廃棄物排出量

           年 度

  項 目

88%

水道水の節水の励行 77

電力による二酸化炭素

削減

kg-CO2 6,524 6,002

基準値 2021年度 2022年度

14,517 12,445

320 315

水の使用量 61 37 32

90%

2023年度

（目標）

自動車燃料による二酸

化炭素削減

kg-CO2 16,426 14,783 7,422 14,455

目標達成

基準年度比 2017年度

（基準年) （目標） （実績） （目標）

評

価

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 22,950 20,785 12,445 20,196

目標達成一般廃棄物の削減

kg 233 221 315 221

基準年度比 2017年度 95% 135%

37%

グリーン購入の推進

(オフィス用品G購入率）

60% 71% 60%

（金額率）

サービスに関わる情報

の提供

%

3

60%

95% 95%

目標達成

88%

目標達成

0.418

 産業廃棄物排出量

（69697/907704）

件数 3 3 3 3

2014年度

90%

20,196

14,455

221

6



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成 ×未達成
活動：◎よくできた ○まあまあできた △あまりできなかった ×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2017年度

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2017年度

2021年

2017年度

2021年

数値目標 目標達成

○
・タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値をチェック

７月 ８月 ９月 １０月 １１月

102

・空調の適温化（冷房２８℃程度、暖房２０℃）を図る 〇

543 408 463

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

数値目標 目標達成 冬季の電力使用量が大きいので、石油ファンヒーターとの併

用を検討する。・照明は、昼休み、残業時等不必要なものは消灯 ○
・夜間、休日は、パソコン、プリンター等の主電源を切る 〇

８月
292 588 516 273

240
411

130

７月 ８月
422 500

達成状況

○
○

195

１０月 １１月９月

151231 205

85
182 135 181 134

90 119 81

ガソリン、軽油とも目標達成できた。

引き続き、エコドライブ等の取り組みを継続する。

令和4年6月に社用車1台を、軽油からPHV車に入替をしたの

で次年度の排出量が計画通りになるかわからない。

・エコドライブ等運転方法の配慮

247 425 471 227 184

２月１月１２月７月 １１月１０月９月

・空調機のフィルターの定期的な清掃等、適正に管理 ○

351

・発進時の5秒ルールの徹底

６月５月４月３月

772 758
533 273 232895 1,032 533

607
687

288 454

１２月 １月 ２月 ３月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

４月 ５月 ６月

135170 129 134 143 134 148

368
189172 215 97 91 145

１２月 １月 ２月 ３月 ５月 ６月４月

468 463 414 362
91 193

385 296

79 88115 84 41124 73

0

500

1,000

1,500

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

電力（kg-CO2） 2017年度 2021年
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ガソリン（L) 2017年度 2021年
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7



一般廃棄物の削減

2017年度

2021年

水道水の節水の励行

取組紹介欄

2017年度

2021年

グリーン購入の推進

サービスに関わる情報の提供

目標達成することができた。

次年度も現状維持できるよう節水に努める。

数値目標 目標達成

・節水ポスター掲示

達成状況

９月７月 ８月

・再生資源の積極的利用に取組んでいる 〇
成果物の提出において環境情報の提供ができ、目標を達成。

継続して次年度も目標達成を目指す。
・発注者への新技術等の情報提供

日頃からグリーン製品を優先的に購入しており、継続して次

年度も目標達成を目指す。・環境ラベル認定等製品を優先的に購入

達成状況

数値目標 目標達成

数値目標 目標達成

達成状況

数値目標 目標達成

達成状況

〇

〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇
・両面、集約等の機能を活用した印刷及びコピーを徹底 〇

15 26 15 22 14
16 20 16

・手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を励行 〇

・節水の声掛け（15年1月より追加） 〇

・会議用資料や事務手続書類の簡素化 〇
・印刷物の部数が最小限となるように、残部が出ないよう配慮

14 10

１０月 １１月

・裏紙に使用できる紙は可能な限り利用する 〇

６月

2
96

１１月

2 2 2
97

５月
6 7 6 7

１２月 １月

4 3 2

56 17 6

9

取組結果とその評価、次年度の取組計画

６月４月

〇

３月

3 3 3 3 3

７月 ８月
6 6 8

９月 １０月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

20
82

30
46 17 14

12
２月 ３月

分別を徹底し、リサイクルに努めた。

植木の剪定ごみは乾燥してから廃棄した。

不用品の廃棄で嵩張るものを処分したため目標未達となっ

た。次年度もゴミの分別に積極的に取組み廃棄物を削減し目

標達成を目指す。

１２月 １月 ５月
44 11 14 30

４月

２月

0

5

10

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

水道水（㎥） 2017年度 2021年

0

50

100

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

一般廃棄物（kg） 2017年度 2021年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生

■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑緊急通報訓練 ☑消火器操作訓練 ☑避難通路確認

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■担当部署：環境管理責任者

〃
〃

2021年7月1日から2022年6月30日まで、外部からの苦情等は無かった。

手順書に則ってスムーズ訓練することができた。この火災対応手順書が有効であることを確認しました。

2022年4月1日 駐車場

9名全員参加

遵守状況適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制
地方公共団体の施策に協力しなければならない（一般廃棄物） 遵守廃棄物処理法

グリーン購入法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

消防法（危険物）
フロン排出抑制法 フロン類の登録回収業者による適切な回収・フロン使用機器定期点検・記録

消火器の適正配置・消火器の点検
〃
〃できる限り環境物品等を選択するよう努める

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

リサイクル料金の支払い自動車リサイクル法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし

環境経営目標・計画 ☑ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし

□これまでの環境活動の紹介

水に関連する場所には必ず節水表示を継続

ごみの減容化のためのシュレッダーを設

基準年度を2014年から2017年に変更したため、一般廃棄物

の削減目標を見直した。

ゴーヤ・きゅうりのグリーンカーテン

2022年9月8日

エコアクション２１の取り組みを始めて11年が経過しました。

目標に掲げている項目は、概ね達成できている。

自動車燃料は社用車1台をPHV車に入替したが、実績が反映するのは来年度になる。経過をみて、今後の社用車入替

を検討する。

石油ファンヒーターの導入を検討していたが、次年度以降に持ち越しとなった。

社員の環境への取組は浸透しておりこれ以上の削減は難しいので、今後は現状維持を目標とする。

                                          毛 戸 清 人
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